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本書は、愛知県観光振興基本条例第９条第６項の規定に基づき、愛知県観光振

興基本計画に定められた観光振興に関する施策の平成２２年度の実施状況に関す

る報告を行うものです。 
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第１ 愛知の観光の現状 

 

愛知県観光振興基本計画において、計画期間中（平成 22 年度～27 年度〔6 年間〕）の目

標として掲げた 5 つの指標の現況は、次表のとおりであった。  
 
 

  指  標 
目 標 値 

(平成 27 年) 
計画当初 現  況 

１ 観光旅行者

の満足度の

向上 

観光旅行者の満

足度 
25％ 

16.3％ 

(平成 21 年) 

19.4％ 

(平成 22 年度) 

２ 観光交流人

口の拡大 

(1) 延 べ 宿 泊 者

数 
1,500 万人 

1,048 万人 

(平成 20 年) 

1,122 万人(注 1)

（平成 22 年） 

(2) うち東アジア４

か国･地域（中､

台､韓､香）からの

延べ宿泊者数 

150 万人 
49 万人 

(平成 20 年) 

59 万人(注 1) 

（平成 22 年） 

３ 観光と地域

社会の発展 

(1)（経済的効果） 

観光消費額 
1 兆円 

5,300 億円 

（平成 20 年） 

5,700 億円(注 2)

（平成 22 年度） 

(2)（社会的効果） 

観光ボランティ

アガイド数 

3,000 人 
2,202 人 

（平成 20 年 1 月） 

2,806 人 

（平成 23 年 1 月）

 

(注 1)「平成 22 年の延べ宿泊者数」は、観光庁から確定値が提供されていないため、暫定値（年間の新設・

廃業施設等のデータを反映させる前の数値）を使用。 

(注 2)「平成 22 年度の観光消費額」は、観光庁の全国共通基準による観光入込客統計の推計方法に基づ

き算出しているが、観光庁から平成 23 年 1 月－3 月期の宿泊者数データが提供されていないため、そ

の部分については、重回帰式により算出した推計値を使用。 

また、全国共通基準による観光入込客統計には、県外からの日帰りビジネス目的で、観光地に立ち寄

らない者が含まれているが、この推計では、観光地に立ち寄った者のみを算入。 

 

 

 

 

 



１ 観光旅行者の満足度 

     

○ 愛知県を訪れる観光旅行者の満足度については、県内観光地で実施するアンケート調

査(注)において、「非常に満足」と回答する観光旅行者の割合を 25％とすることを目標とし

ている。 

○ 平成 22 年度のアンケート調査では、19.4％となり、平成 21 年の 16.3％から、3.1 ポイント

上昇した。 

○ 同アンケート調査で、「不満に感じた点」としては、「道路が渋滞している」が最も多く、不

満を感じた点について回答した者の 30.5％。次いで、「観光地での駐車場が足りない、未

整備」が 18.2％と、前回調査と同様の傾向となっている。 

 

 <Ｈ21>           (Ｈ22)       <Ｈ27>目標値 

１６.３％           １９.４％       ２５％  

 

 
＜図１ 満足度＞ 
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   ＜表１ 不満に感じた点（上位 5項目）＞ 

不満に感じた点 割 合 

道路が渋滞している 30.5％ 

観光地での駐車場が足りない、未整備 18.2％ 

観光資源・施設に魅力がない 15.4％ 

観光地のトイレが不備 11.0％ 

買う気になる土産品が少ない 9.7％ 

資料）愛知県「観光振興基本計画管理調査」(平成 22 年度) 

      

 (注)県内 10箇所（名古屋城、東山動植物園、明治村、木曽三川公園 138タワーパーク、中部国際空港

見学者、刈谷ハイウェイオアシス、香嵐渓、道の駅どんぐりの里いなぶ、ラグーナ蒲郡、豊川稲荷）

において、四半期ごとの休日に、聴き取りによるアンケート調査を実施。 
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２ 県内宿泊者数及び東アジア４か国･地域からの宿泊者数 
 

（１）県内宿泊者数 

○ 県内延べ宿泊者数（外国人宿泊者を含む）については、これを 1,500 万人とすること

を目標としている。 

○ 平成 22 年には 1,122 万人となり、平成 20 年の 1,048 万人から、74 万人増加したも

のと推計される。(注) 

（２）東アジア４か国･地域からの宿泊者数 

  ○ 東アジア４か国・地域（中国、台湾、韓国及び香港）からの延べ宿泊者数については、

これを 150 万人とすることを目標としている。 

○ 平成 22 年には 59 万人となり、平成 20 年の 49 万人から、10 万人増加したものと推計

される。(注) 

○ このうち、中国からの宿泊者数は、34 万人と最も多く、平成 20 年の 17 万人から２倍に

なっている。  
 

    <Ｈ20>                  （Ｈ22）      <Ｈ27>目標値 
 [県内延べ宿泊者数] 
 １,０４８万人             １,１２２万人       １,５００万人 

＜図２　延べ宿泊者数の推移＞
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資料）観光庁「宿泊旅行統計調査」 

  
(注)従業員数 10 人以上の施設の延べ宿泊者数。平成 22 年は、観光庁から確定値が提供されていない

ため、暫定値（年間の新設・廃業施設等のデータを反映させる前の数値）を使用。 
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３  経済的・社会的効果 

 

（１）経済的効果（観光消費額） 

○ 県内観光地で実施するアンケート調査〔P2(注)〕において、県内での観光に係る消費

金額（宿泊費、交通費、飲食費、土産物代等）に、県内旅行者の実人数を乗じて算出

する観光消費額を 1 兆円とすることを目標としている。 

○ 平成 22 年度には 5,700 億円となり、平成 20 年の 5,300 億円から、400 億円増加した

ものと推計される。(注 1、2） 

○ その内訳としては、県内在住の旅行者が 2,600 億円、県外在住の旅行者が 2,600 億

円、訪日外国人が 500 億円となっている。 

  

<Ｈ20>              （Ｈ22）        <Ｈ27>目標値 

５,３００億円          ５,７００億円         １兆円  

  

 

＜表２ 県内旅行者の観光消費額（平成 22 年度）＞       単位：百万円

       宿 泊 日帰り 合 計 

県内在住者 47,101  209,854 256,955 

県外在住者 164,257  94,495 258,752 

訪日外国人 51,273  93 51,366 

合 計 262,631  304,442 567,073 
 

(注 1)全国共通基準による観光入込客統計の推計方法に基づき算出しているが、観光庁から平成 23 年 1 月

－3 月期の宿泊者数データが提供されていないため、その部分については、重回帰式により算出した

推計値を使用。 

また、全国共通基準による観光入込客統計の推計には、県外からの日帰りビジネス目的で、観光地に

立ち寄らない者が含まれているが、この推計では、観光地に立ち寄った者のみを算入。 

(注 2)算出に使用している観光庁提供の宿泊者数データは、平成 20 年時には従業員数 10 人以上の施設を

対象としていたが、平成 22 年 4 月からは、従業員数 10 人未満の施設を加え、全宿泊施設を対象。 
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（２）社会的効果（観光ボランティアガイド数） 

○ 観光ボランティアガイド数は、これを 3,000 人とすることを目標としている。 

○ 平成 23 年 1 月末時点の観光ボランティアガイド数は 2,806 人となり、平成 20 年 1 月

末時点の 2,202 人から、604 人増加した。観光ボランティアガイド数は、平成 19 年以

降、全国第 1 位となっている。 

 

 <Ｈ20>             （Ｈ23）         <Ｈ27>目標値 
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＜図３　観光ボランティアガイド数＞
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                          資料）日本観光振興協会資料（各年 1 月末現在） 

   

 

＜表３ 主要都道県の観光ボランティアガイド数（平成 23 年 1 月末現在）＞   

順

位 
都道県名 ガイド数（人） 組織数 

１ 愛知県 2,806 63 

２ 北海道 2,213 65 

３ 山形県 1,696 80 

４ 東京都 1,640 26 

５ 兵庫県 1,456 68 

全国 計 42,560 1,713 

                                                資料）日本観光振興協会資料 

 

 



第２ 平成２２年度における主要な観光振興施策の実施状況  

施 策 内 容 担当課室 

１ 観光資源

の 発 掘 ・ 商

品化の支援 

○観光事業者、ボランティア等を対象とする「あいち観光まちづ

くりゼミ」を開催し、地域資源を活かした旅行商品の開発を促

進した。 

観光ｺﾝﾍﾞﾝ

ｼｮﾝ課 

  

    
・ゼミ生：45 名  

    
・観光コースツアー4 回（豊根村始め 4 地区（11 月～1 月））、

フォーラム 1 回等 
    

    
 

○地域との連携の下、隠れた観光資源を発掘し、それを活用し

た一般客向けモニターツアーを実施することにより、旅行商品

の開発を促進した。 

・山里の自然、食、祭り等をテーマとして、計 11 回 

・参加者 371 名(稲武始め 5 地区（7 月～2 月）） 

 

○歴史観光のシンボルである名古屋城の歴史的・文化的価値と

魅力を高めるため、名古屋市が行う本丸御殿の復元工事を支

援した（一部経費を助成）。 

【武将観光】 観光ｺﾝﾍﾞﾝ

ｼｮﾝ課 

２  プ ロ モ ー

シ ョ ン 活 動

の強化 
○信長・秀吉・家康の三英傑ゆかりの地や関連イベントを紹介す

るパンフレットを作成し、テーマ別モデルコースのＰＲを行っ

た。 

  
  

    
   ・作成部数：計 148,000 部     
   

  
  

    ○平成 21 年度に選定した「武将のふるさと愛知 100 選」を元に、

テーマ別に戦国武将ゆかりの史跡を巡る「武将のふるさと愛知

スタンプラリー」を開催した。 

    

  
  

  
   ・開催期間：9 月 11 日～12 月 5 日     
   ・参加施設数：63 施設  

       ・記念品応募者数：5,138 名 

   

   
○「愛知ゆかりの武将講座」を開催し、武将観光ブランドの浸透、

武将観光地への誘客を推進した。 

   ・開催回数：１回 

   ・参加者数：830 名 
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施 策 内 容 担当課室 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

  

【産業観光】 

○県と(社)愛知県観光協会のホームページ「あいちの産業観光」

において、産業観光施設やモデルコースを紹介した。 

 

○愛知、岐阜及び三重の３県が連携して、「産業観光スタンプラ

リー」を開催し、産業観光施設への誘客を推進した。 

   ・開催期間：7 月 17 日～9 月 30 日 

   ・参加施設数：218 施設（うち愛知県 78 施設） 

   ・総入場者数：29,368 名 

 

【街道観光】 

○東海道沿線の６市（名古屋、豊明、知立、岡崎、豊川及び豊

橋）との連携の下、古い町並みを活かしたウォーキングイベン

ト「東海道キャンペーン トコトコ東海道」を開催した。 

   ・開催期間:9 月 1 日～11 月 30 日 

   ・参加者数：延べ 4,728 名 

 

【都市観光（グルメ）】 

○県と(社)愛知県観光協会のホームページ「愛知グルメ図鑑」に

おいて、「名古屋めし」や郷土食等のグルメ情報を発信すると

ともに、同協会で、グルメや土産品を紹介したパンフレット「う

みゃあ亭」を作成し、愛知の食をＰＲした。 

 

【知多半島観光圏】 

○観光圏整備法に基づき国の認定を受けた「知多半島観光圏

協議会」の取組を支援した。 

・魅力ある観光地の形成のため、知多半島内観光関係者を

対象として、アドバイザーによる講演会（1 回）と意見・情報

交換を実施 

・知多半島を訪れる観光客に対するアンケート調査を実施

し、「観光圏整備実施計画」に掲げられた課題や解決策に

ついて検討 

・知多半島全域での観光資源の発掘や、観光イベント、県

外へのキャラバン活動を実施 

観光ｺﾝﾍﾞﾝ

ｼｮﾝ課 

  

  

  

  

  



施 策 内 容 担当課室 

  
【情報発信】 観光ｺﾝﾍﾞﾝ

ｼｮﾝ課 
  

○祭りなど、四季折々のイベントを紹介するパンフレット「愛知の

魅力あるイベント」を作成するとともに、（社）愛知県観光協会

のホームページで紹介し、愛知の多彩なイベントをＰＲした。 

  
  

  
 

  
   

  
  

  
  ○市町村等が行う観光展・イベントの開催、情報発信等に対し

て必要な経費の一部を助成し、県内観光地の魅力の発信を

支援した。 

  

  

  
・助成件数：9 件 

 

○県産品アンテナショップ「ピピッと！あいち」において、各地の

特色ある商品（生鮮食品、加工食品、工芸品等）を展示・販売

した。併せて、県内外の観光物産展への出展を通じて、県産

品の情報発信、販路拡大とともに、愛知の観光をＰＲした。 

３ 旅行者受

入体制の充

実 

○「おもてなし愛知県民会議」を立ち上げ、県全体で、おもてな

しの気運の醸成を図った。 

観光ｺﾝﾍﾞﾝ

ｼｮﾝ課 
   （設置：平成 22 年 12 月 参加団体数：行政、観光関係団体、

観光事業者、商工団体、地域住民団体 102 団体）   
  

  
・同会議のシンボルマーク（ロゴ）を募集     

 
 

 

 

･同会議の下に、「外国人観光客部会」を発足させ、多言語 

表示など、外国人観光客の利便性向上に向けた情報交

換を実施 

  

  
 

  

  ○観光ボランティアガイドを対象とする「産業観光あないびと育

成研修」を実施し、地域における産業観光の受入体制の充実

を図った。 
  

 
・研修会開催回数：2 回 

 ・参加者数：延べ 89 名 
   

 
○(社)愛知県観光協会内に、「訪日教育旅行推進センター」を

設置し、県内学校との調整など、受入体制を整備した。  

 ・設置：平成 22 年 8 月 
 ・中国を始めとする 5 か国計 43 校４団体（2,103 名）を受入 

 

○市町村が行う観光案内板、トイレ等の施設整備に対して、必

要な経費の一部を助成し、県内観光地の利便性、快適性の

向上を図った。 

   ・助成件数：7 市町村 11 施設 
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施 策 内 容 担当課室 

４ 広域観光

の推進のた

めの連携強

化 

○「中部広域観光推進協議会」（愛知、岐阜、三重、静岡、富

山、石川、福井、長野及び滋賀の９県、名古屋、静岡及び浜

松の３市で構成）において、海外でのプロモーション活動を実

施した。 

観光ｺﾝﾍﾞﾝ

ｼｮﾝ課 

  

  

    
・中国： 教育関係者・旅行業関係者の招聘、現地メディア

による県内観光地の取材への協力、上海世界旅

行資源博覧会（ＷＴＦ２０１０）への出展、現地旅行

会社への訪問セールス（３社）、観光セミナー・商

談会の開催（61社） 

    

    

    

   

   
・台湾： 台北国際旅行博（ＩＴＦ２０１０）への出展、現地メデ

ィアによる県内観光地の取材への協力、現地旅行

会社への訪問セールス（24社）､商談会の開催

（129社） 

   

 

 

 
・韓国： 国際観光展（ＫＯＴＦＡ）への出展、現地旅行会社

への訪問セールス（４社）、商談会の開催（87社） 
 

 
・シンガポール、マレーシア： 旅行業関係者の招聘 

 
 

 

 
○「中部広域観光推進協議会」において、東京・大阪での観光

セミナーを開催するとともに、観光展に出展した。 
 

 
・観光セミナーの開催（2 回） 

・出展：旅フェアー２０１０ 

   

 

 

 

 

 ○「東海地区外国人観光客誘致促進協議会」（愛知、静岡、岐

阜及び三重の４県、名古屋、静岡及び浜松の３市のほか、観

光関係団体等で構成）において、海外でのプロモーション活

動を実施した。 

 

 

 

 
・台湾： 現地旅行会社や航 空 会 社 への訪 問 セールス 

 
       （６社） 

 ・韓国： 現地旅行会社に対するツアー造成の支援（２社） 

・マレーシア： 国際旅行博「MATTAフェア２０１１」への出

展、現地旅行会社に対するツアー造成の支

援（４社） 

 

 

  

○愛知、岐阜及び三重の３県が連携して、「産業観光スタンプラ

リー」を開催し、産業観光施設への誘客を推進した。《再掲》 
 

  

交通対策課○鳥羽伊良湖航路の存続を図るとともに、「鳥羽伊良湖航路活

性化協議会」（田原市及び鳥羽市が中心となり設立）に参画

し、田原、鳥羽の両地域の観光振興・活性化施策と連携した

航路の活性化施策を取りまとめた。 
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施 策 内 容 担当課室 

５  東 ア ジア

からの誘客

の推進 

○中国（南京市）において、プロモーション活動を実施した。 観光ｺﾝﾍﾞﾝ

ｼｮﾝ課 
･現地旅行会社との商談会の開催（15 社） 

・現地学校関係者を対象とする教育旅行説明会の開催   

  （20 校） 
  

・商品造成をする旅行会社に対する現地新聞への広告掲

載を支援(４回) 
  

  

     

  
  

○２０１０上海国際博覧会に参加し、「愛知県ウィーク」を開催し

た。この中で、県民団体等によるステージ催事を支援するとと

もに、愛知の観光についてＰＲを行った。 

  
  

  
 

  ・開催期間：7 月 31 日～8 月 5 日 

・場所：日本館イベントステージ、アジア広場 
 

  
 

・来場者数：約 72,000 名 
  

  
  

航空対策課

観光ｺﾝﾍﾞﾝ

ｼｮﾝ課 

○シンガポールにおけるエアポートセールスに合わせ、現地の

航空会社、旅行会社等を対象として、愛知の観光を紹介する

セミナー・レセプションを開催した。 

  

  

  

   ・開催日：10 月 26 日 

・場所：サンテック・シンガポール国際会議展示場 

・参加者数：62 名 
 

 
  

観光ｺﾝﾍﾞﾝ

ｼｮﾝ課 
○シンガポール旅行博（ＮＡＴＡＳトラベル２０１１）へ出展し、愛

知の観光のＰＲを行った。 

  ・開催期間：2 月 25 日～27 日 

・場所：シンガポールエクスポ 

・来場者数：約 66,000 名 
  

   

  

○「中部広域観光推進協議会」及び「東海地区外国人観光客誘

致促進協議会」を通じて、海外でのプロモーション活動を実施

した。《再掲》 

  

 

○愛知の観光資源を紹介する多言語パンフレット・観光案内地

図を作成し、東アジアに向けて、本県観光のＰＲを行った。 

・作成部数：（中(簡体・繁体)・英 各 22,000 部、韓 18,000 

部） 
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施 策 内 容 担当課室 

  ○(社)愛知県観光協会のホームページに、愛知の観光地を動

画で紹介する「愛知県観光動画シアター」（中(簡体・繁体)・

韓・英）を作成し、東アジアに向けて、本県の魅力を発信し

た。  

観光ｺﾝﾍﾞﾝ

ｼｮﾝ課 
  

 

 

○(社)愛知県観光協会内に、「訪日教育旅行推進センター」を

設置し、県内学校との調整を行うなど、受入体制を整備した。

《再掲》 

 

６ ＭＩＣＥ（イ

ベント 、 コン

ベ ン シ ョ ン

等）(※)の戦

略的な誘致 

観光ｺﾝﾍﾞﾝ

ｼｮﾝ課 

○ＣＯＰ１０（生物多様性条約第１０回締約国会議）会場への来

場者（会議参加者、一般来場者、ボランティア）、宿泊事業者

等に対して、アンケート調査を実施し、国際会議の開催効果

や会議参加者等の消費額、会議開催上の課題等を把握し

た。 

  

  

     

    
○ＭＩＣＥ誘致推進の基礎資料とするため、県内の大学、研究

機関を対象に、国際会議の開催状況について、また、市町村

を対象に、全国規模のイベントの開催状況について、それぞ

れ調査した。 

 
  

 
  

 
    
   

COP１０支援

室 

○ＣＯＰ１０の開催に際して、警備協力等の開催支援とともに、

会議参加者向けの視察旅行や、ブースでの観光ＰＲを行っ

た。 

  

  
  

  ・開催期間：10 月 11 日～29 日 

・会場：名古屋国際会議場 
 

  
 ・会議参加者数：約 13,000 名    

・連携･交流事業：白鳥地区、愛･地球博記念公園、栄オア

シス２１ <来場者数：約 932,000 名> 
 

  
 

  

 

国際芸術祭

推進室 

○「あいちトリエンナーレ２０１０」を開催し、24か国・地域から参

加した131組のアーティストの制作による現代美術作品の展

示、パフォーミング･アーツ、オペラの公演等を行った。   

・開催期間：8 月 21 日～10 月 31 日 

  ・会場：愛知芸術文化センター、名古屋市美術館、長者町 

会場、納屋橋会場 他 

・来場者数：約 572,000 名 
 

※「ＭＩＣＥ」とは、企業などが行う会議（Meeting）、企業が行う報奨・研

修旅行（Incentive Travel）、 国際会議（Convention）、イベント、展

示会・見本市（Event/Exhibition）の頭文字のこと。 
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第３ 平成２３年度の主要な観光振興施策 

 

東日本大震災の風評被害対応のための施策を推進するとともに、知事マニフェスト

に沿った観光振興施策を実施する。 

 

１ 観光プロモーション推進体制の確立 

○観光プロモーションプロジェクトチームによる観光振興施策の推進 

中京独立戦略本部の下、県と名古屋市による「観光プロモーションプロジェクト

チーム」を設置する。その中で、観光振興施策の課題について検討を行い、施策

を推進する。 

 

２ 観光資源の発掘・商品化の支援 

○着地型旅行商品の開発促進 

「あいち観光まちづくりゼミ」において、ゼミ生が企画した観光コースツアーに、

一般客も参加させ、その意見を活用することにより、さらに魅力のある観光コースの

商品化を促進する。 

○地域提案公募による観光の振興 

地域の観光関係団体から、環境観光、グリーンツーリズム、ベイツーリズムなど、

地域資源を活用したツアー造成やイベント開催の企画を公募し、その中から、特

に事業効果の高い企画の商品化を支援する。 

 

３ プロモーション活動の強化 

○観光キャンペーンの展開 

  官民一体となって、ＰＲイベントの開催や旅行会社に対するＰＲ活動など、観光

キャンペーンを展開し、内外からの観光客の拡大を図る。  

○ホームページによる情報発信 

「あいちの産業観光」や「愛知グルメ図鑑」など、ホームページを活用し、愛知の

魅力を発信する。 

 

４ 旅行者受入体制の充実 

○おもてなし愛知県民会議の活動の推進 

「おもてなし愛知県民会議」の下に設置した「外国人観光客部会」において、観

光施設のホームページ、パンフレットの多言語化など、外国人観光客の利便性向

上に向けた取組の普及について情報交換等を行う。また、「国内観光客部会」を

発足させ、国内の旅行者の利便性向上に向けた検討を行う。 
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５ 広域観光の推進のための連携強化  

○他県等との連携による観光プロモーション活動等の実施 

「中部広域観光推進協議会」や「東海地区外国人観光客誘致促進協議会」の

活動を通じて、国内外での観光展への出展、周遊コースの造成支援、現地旅行

会社の招聘、セミナーの開催等により、内外からの観光客の拡大を図る。 

 

６ 東アジアからの誘客の推進 

○中国を対象とするプロモーション活動の実施 

個人観光ビザ発給の要件が緩和され、今後、訪日観光客の増加が見込める中

国からの誘客を推進するため、江蘇省（南京市）及び浙江省（杭州市）において、

商談会を中心としたプロモーション活動を実施する。 

○台湾を対象とするプロモーション活動の実施 

   「東海地区外国人観光客誘致促進協議会」が主体となり、台湾において、現地

旅行会社が行う家康ゆかりのツアー造成を支援するなど、プロモーション活動を実

施する。 

 

７ 東日本大震災に伴う風評被害等への対応 

○東アジア向け観光プロモーションの実施 

風評被害により減少する東アジアからの観光客を呼び戻すため、韓国及び中国

の政府観光局、有力旅行社、マスコミ等に対し、愛知が安全であること及びその観

光の魅力をＰＲする。 

○地域提案公募による観光の振興《再掲》 

地域の観光関係団体から、地域資源を活用したツアー造成やイベント開催の企

画を公募し、事業効果の高い企画の商品化を支援する。 

 

８ ＭＩＣＥ（イベント、コンベンション等）の戦略的な誘致 

○愛知・名古屋ＭＩＣＥアクションプラン（仮称）の策定 

本県内におけるＭＩＣＥ開催状況、主催者のニーズを把握するとともに、関連事

業者（会議施設、旅行会社、ホテル等）の意向を聴取し、地域が一体となって取り

組む「愛知・名古屋ＭＩＣＥアクションプラン（仮称）」を策定する。 

○国際会議・大規模イベントの誘致・開催 

「国連ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）の１０年最終年会合」（平成26年開

催）等の誘致活動や開催準備を行う。 



（参考） 

愛知県観光振興基本計画の議会への報告及び公表に当たり、下表の委員で構成

する「愛知県観光振興基本計画推進委員会」を設け、本基本計画に基づく施策の実

施状況や今後の施策展開に対する意見をいただいた。 

 

 

愛知県観光振興基本計画推進委員会委員名簿 

                              （五十音順・敬称略） 

氏 名 所 属 ・ 職 名 

 伊藤  陽朗 社団法人日本観光振興協会中部支部事務局長 

 井上  雅  社団法人愛知県観光協会専務理事 

公益財団法人名古屋観光コンベンションビューロー

専務理事 
 長谷川 二三夫 

(委員長) 森川  敏育 桜花学園大学人文学部観光文化学科教授 

 山本  勝子 日本福祉大学知多半島総合研究所副所長 

 山本  正雄 名古屋市市民経済局文化観光部長 
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